通常使用権許諾契約書
石岡市（以下甲という）と○○○○○○○（以下乙という）とは、石岡市マスコットキャラクター使用規程に基づき、甲の商標権「○○○○○○○」（以下本商標権という）について、乙に対する通常使用権の許諾に関し、次の通り通常使用権の許諾契約を締結する。
第１条（本商標権の内容）
　　　　本商標権の内容は下記の通りである。
　　　　　１.商標：「○○○○○○○」
　　　　　２.商標権者：石岡市
　　　　　３.商標登録番号：商標登録番号第○○○○○○○号
　　　　　４.登録年月日：○○○○年（平成○○年）○月○日設定登録
　　　　　５.商品の区分：第９類　第２９類　第３０類　第３１類　第３３類　第３５類　第４５類
　　　　　６.指定商品：（第９類）業務用テレビゲーム機，電気通信機械器具，家庭用テレビゲー
ム，おもちゃ携帯用液晶画面ゲームおもちゃ用のプログラムを記憶させた電子回路及びＣＤ－ＲＯＭ，レコード，メトロノーム，電子楽器用自動演奏プログラムを記憶させた電子回路及びＣＤ－ＲＯＭ，インターネットを利用して受信し、及び保存することができる音楽ファイル，映写フィルム，スライドフィルム，スライドフィルム用マウント，インターネットを利用して受信し、及び保存することができる画像ファイル，録画済みビデオディスク及びビデオテープ，電子出版物

（第２９類）乳製品，卵，肉製品，加工水産物（「かつお節・寒天・削り節・食用魚粉・とろろ昆布・干しのり・干しひじき・干しわかめ・焼きのり」を除く。）かつお節，寒天，削り節，食用魚粉，とろろ昆布，干しのり，干しひじき，干しわかめ，焼きのり，加工野菜及び加工果実，油揚げ，凍り豆腐，こんにやく，豆乳，豆腐，納豆，カレー・シチュー又はスープのもと

（第３０類）茶，コーヒー及びココア，菓子及びパン，みそ，穀物の加工品，ぎょうざ，サンドイッチ，しゅうまい，すし，たこ焼き，肉まんじゅう，ハンバーガー，ピザ，べんとう，ホットドッグ，ミートパイ，ラビオリ，酒かす

（第３１類）生花の花輪，食用魚介類（生きているものに限る。）海藻類，野菜（「菜の葉」を除く。），果実，あわ，きび，ごま，そば，とうもろこし，ひえ，麦，籾米，もろこし,木，草，芝，ドライフラワー，苗，苗木，花，牧草，盆栽

（第３３類）日本酒，洋酒，果実酒，中国酒，薬味酒

（第３５類）広告，織物及び寝具類の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，被服の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，履物の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，かばん類及び袋物の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，身の回り品の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，飲食料品の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，酒類の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，食肉の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，食用水産物の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，野菜及び果実の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，菓子及びパンの小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，米穀類の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，牛乳の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，清涼飲料及び果実飲料の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，茶・コーヒー及びココアの小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，加工食料品の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，家具の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，建具の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，畳類の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，電気機械器具類の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，運動具の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供，おもちゃ・人形及び娯楽用具の小売又は卸売の業務において行われる顧客に対する便益の提供

（第４５類）ファッション情報の提供，新聞記事情報の提供，結婚又は交際を希望する者への異性の紹介，婚礼(結婚披露を含む。)のための施設の提供，葬儀の執行，衣服の貸与，動力機械器具の貸与
第２条（通常使用権許諾の内容）
　　　　通常使用権の許諾の内容は以下の通りとする。
　　　　１．地域的範囲：　　日本国内
　　　　２．時期的範囲：　　第３条　本契約の期間の範囲
　　　　３．指定商品の範囲：第２条　指定商品の範囲
第３条（本契約の期間）
　　　　　　　　　本契約の期間は２０○○年（令和○○年）○月○日から
２０○○年（令和○○年）○月○○日までとする。
　　　　但し、本契約の期間満了後引き続き本商標権の通常使用権許諾を乙が希望するときは、甲及び乙双方が条件を提示して別途協議し、本契約を更新することができる。
第４条（通常使用権許諾の対価）
　　　　通常使用権許諾の対価は無料とする。
　　　　但し、本商標権の存続期間満了後の通常使用権許諾の対価については本商標権の存続期間更新登録出願後甲乙間で別途協議する。
第５条（通常使用権許諾に要する費用の負担）
　　　　通常使用権の許諾により生じた費用は乙の負担とする。
第６条（協力義務）
　　甲は、乙が通常使用権の許諾により生ずる事項については乙に誠実に協力すべきものとする。
第７条（使用態様及び使用態様変更の通知）
　　　　１．乙は、本商標権の使用に際し、事前に使用商標の態様を甲に通知する。使用態様を変更する場合も通知する。
　　　　２．乙は、本商標権の登録商標を使用すべき商品を新たに販売するときは、その都度甲にその旨を通知する。
第８条（商標権の移転）
　　　　甲は、本商標権を乙以外の第三者に譲渡する場合は事前に乙にその旨を通知する。
第９条（第三者への通常使用権の譲渡及び使用の許諾禁止）
　　　　１．乙は、通常使用権を第三者に譲渡してはならない。
　　　　２．乙は、通常使用権許諾された登録商標の使用について第三者に許諾してはならない。
第１０条（本契約の解除）
　　　　１．本契約の当事者の一方が本契約に定める義務を履行しないときは、他方の当事者はその履行を催促し、催告後１か月以内に履行なきときは本契約を解除することができる。
　　　　２．前項において本契約を解除した当事者が損害を受けた場合は、他方の当事者に損害賠償を請求することを妨げない。
第１１条（第三者との紛争解決）
　　　　　乙は、本商標権の使用許諾に関連して、乙と第三者との間に紛争が生じたときは、直ちに甲に報告するとともに紛争解決のため甲に協力する。
第１２条（商標権の審判請求）
　　　　　乙は、本件商標について、直接・間接であることを問わず、商標権登録取消審判請求、商標登録無効審判請求等の甲に不利益となる行為を行わない。
第１３条（協議条項）
　　　　　甲及び乙は、本契約に定めのない事項及び本契約の運用・解釈に疑義が生じた場合は、誠意をもって協議し処理するものとする。
本契約を証するため、本契約書を２通作成し、甲乙それぞれ記名捺印の上、各自１通を保有する。
　　　令和○○年○月○日



　　　（甲）  　所在地　　石岡市石岡一丁目1番地１
氏名　　石岡市長　　　　　　　㊞




　　　（乙）  　所在地　　 ○○○○○○○○○
氏名　　 ○○○○○○○○○　  　㊞
